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日･中電話会話終結部に関する一考察
-｢好｣｢那｣｢就速樺｣を中心に-
鄭 問 萄
1.はじめに
現代社会において､私達は毎日のように電話をかけるという言辞行動を行っている｡電
話による言辞行動､特に終結部を中心とするメカニズムはScheglof&Sacks(1973)､Clark
&French(1981)などによって明らかにされてきた｡日本帝の電話会話終結部に関しては､
彼らの研究方法を用いた研究(岡本1990､熊取谷1992､小野寺1992､今石1992)､更に日
本語学習者の接触場面での研究(岡本･吉野1997)がある｡しかしながら､電話会話終結部
の対照研究(久下1994､藤原1998)は､まだ緒についたばかりである｡
本稿では､まず先行研究に基づいて､中国帝電話会話終結部で頻繁に用いられる｢好｣､
｢那｣､｢就迭樺｣およびその類似表現を取り上げ､それらが終結部で､どのような機能を果
たしているかを分析する｡そして､それらに対応する日本帝の終結部における｢はい｣｢じゃ｣
｢そういうことで｣の機能と比較することによって､日中電話会話終結部の特徴の一端を明
らかにしたい｡
2.先行研究
2.1 日本語電話会話の終結部の構造
Schegloff&Sacks(1973)､Clark&French(1981)が分析した英静の電話会話の終結部につ
いての分析を踏まえて､岡本･吉野(1997)では､日本静の電話会話の終結部の構造を以下
のようにまとめている｡
lC はいじゃよろしく ･前段終結声明
お顔いします
2R はい分かりました 前段終結声明受け入れ
3C はいじゃ失礼します 最終発話交換
4R はいさよなら 最終発話交換
〕
〕
#&*##(pre-closingsection)
終結部(closingsection)
1.進行中の話題が収束を迎えたと感じた地点で｢終わりにしてもいいですか｣とい
-66-
(14)
うメタメッセージを相手に伝えるような｢前段終結声明｣を出し､これ以上話題
がないことを伝え､相手に次の発言権を与える｡それに対して2Rで隣接ペア注l
が完了され､終結への同意が示される｡
2.それによって､終結部が適切に開始され､3C､4Rのような最終的な別れの挨拶
交換がなされ､終結が完了する｡
また､岡本(1991)は､どのような発話が前段終結声明になるかを分析し､7種類の分類し
ている｡
①総括の表現によりこれ以上会話が必要ではないことを示す｡
②今までの会話内容をまとめてみる｡
③会話内容の結論を述べる｡
④会話の内容や結論から導き出される行動を確認する｡
(参会話の始まりや会話中の話題を呼び戻す｡
⑥｢殺し文句i斗または｢藩主土_をつける｡
(診外部事情を示す｡
また､終結部には､最終発話交換だけではなく電話の話者がお互いの関係を維持するこ
とを示す次のような表現(いとまごいleave-taking)が現れる(岡本1991)｡
①将来における再接触の約束
②感謝､おわびの表明
③お互いの幸せや健康を祈る
④伝言
⑤別れの言葉
これらは､会話の終了によって二人の関係が損なわれる可能性を繕うための発話である
と考えられる(岡本1990)｡
実際の会話は､これらの要素が様々な形で組み合わされて､最終的に終結部が完成され
る｡
2.2 日本帯電姑会垢の終結部におけるrはい｣･｢じゃ｣
2.1で引用した会話例にも見られるように､日本語電話会話終結部においては､｢はい｣
｢じゃ｣が頻繁に用いられ電話の終結に重要な機能を果たしている｡ここでは､熊取谷
(1992)､岡本(1991)を参考に､｢はい｣｢じゃ｣の終結部での機能を要約する｡なお､熊取
谷は｢はい｣は｢うん｣､｢はーい｣などの肯定応答詞を､｢じゃ｣は｢それでは｣､｢それじゃ｣
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などをそれぞれ代表するものとしている｡
2.2.1｢はい｣の機能
熊取谷(1992)は､終結部における｢はい｣の特徴について､次のように分析している｡
(丑 先行発話の内容を受け入れる｡
A:また電話してよ｡
-B:うん分かった｡また遊ぼうよ｡
-A:うん じゃあね｡
-→B:は-い｡バイバイ
ここで用いられる｢はい｣は､先行する再接触の約束の発話(｢電話してよ｡｣｢また遊ぼう
よ｡｣)と別れの言葉(｢じゃあね｣)の内容受け入れを示している｡
② 談話進行に同意するために用いられるというメタ談話的機能を持つ｡
Al:はんじゃね｡
-→Bl:うん､
ほんじゃね｡
-A2:うん｡
-B2:うん｡
A3:ありがとね｡
B3:うん､
バイバイ｡
A4:バイバイ｡
B4:またね､
バイバイ｡
A5:バイバイ｡
ここではBlとA2の ｢うん｣が各々先行の移行標識 ｢じゃ｣(2.2.2参照)に向けられてお
り､それが談話進行への同意となっている｡
またB2の｢うん｣は､応答対象の存在なしに用いられているが､これも先行発話交換で
なされた移行確認に対する合意の意志表示と見ることができると熊取谷は分析している｡こ
のように､終結部内で何かに対する応答としてではなく用いられる｢はい｣について､岡
本(1991)は､話者がこれ以上新しく言うことがなく､自分の順番をパスすることを示すも
のだと指摘している｡
岡本はまた､第2発話部における ｢はい｣や ｢うん｣も､それが繰り返されるのみであ
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るなら､新しい情報を自分の方から提供する意志がすでにないことを示すことになるとし
ている｡いずれも熊取谷(1992)の言う談話進行の促進という機能を果たしていると見るこ
とができる｡
③ 前段終結を導入する｡
岡本(1991)は､｢はい｣や ｢うん｣が､文頭につけられたり､前段終結を導くのに用いら
れたりすることを指摘している｡
R:何はいてるんだろうなと思うんだけど
C:ふん
R:うーん
C:乏血(ア)､じゃ､あたしも日てみるね (1)
R:うん
C:あしたとかまた出るL
R:うん
C:うんじゃあね
R:うん
C:気をつけてね
R:うん
C:乏血(イ)､じゃ､寓話かかってきたらまたかけて - (2)
R:うん
C:ママから
R:うん
C:ね､じゃね
この会話の(I)は､｢会話の内容から導き出される行動を確認｣している｡また(2)は､会
話中に約束した行為であり､実際の約束の繰り返しであるので､(ア×イ)の ｢うん｣は前段
終結になり得る発話の文頭につけられていることが分かる｡また､(ア)(イ)の ｢うん｣は一
方的に終結部に入るための正当化を行ったような印象を避け､前段終結になり得る発話を
述べる前置きのような機能を果たしているとも考えられると岡本は分析している｡
2.2.2｢じゃ｣の機能
熊取谷(1992)は､終結部における ｢じゃ｣の特徴について､次のように分析している｡
① 前段終結を導入する｡
-Al:じゃ､明日の3時に事務所ということで｡
-Bl:はい､分かりました｡3時にお伺いします｡
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A2:じゃ､お待ちしていますので､よろしくお願いします｡
B2:こちらこそよろしくお願いします｡
では､失礼します｡
A3:失礼します｡
Alの｢じゃ｣の後続発話は前段終結となる｢会話の内容から導き出される行動の確認｣
の発話である｡そして､BlがAlを受け入れて隣接ペアになっている｡
② 前段終結と最終発話交換の句切りをつける(最終発話交換を導入する)｡
Al:じゃ､
また今度な｡木曜日かな｡
Bl:うん,ゲロマプに会う日じゃ｡
A2:わあ､いいじゃあ｡
-→B2:じゃ､
バイバイ｡
A3:うん､バイバイ｡
熊取谷(1992)はこの例にみるように､｢じゃ｣は前段終結と最終発話交換に区切りをつけ
る機能を果たすことを明らかにした｡
③ ｢いとまごい｣を導入する｡
Al:わざわざ電話してくれてありがとう｡
Bl:ううん､いいよ｡
-A2:それじゃ､明日ね｡
B2:それじゃあね｡
A3:うん｡
B3:バイバイ
A4:バイバイ
A2でいとまごいが｢それじゃ｣の先導によって導入されている｡
①～③に見るように､｢じゃ｣は前段終結といとまごいの導入及び前段終結内において明
示的な移行の意志表示として使用される｡
④ 会話を終結する｡
Al:て､ことだ｡
Bl:はいよ｡
-A2:んじゃね｡
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-B2:じゃね｡
熊取谷(1992)はこの例で､前段終結の隣接対(AlとBl)のあと移行標識 ｢じゃ｣の相互
使用によって会話が終結していることを示している｡｢じゃ｣が談話終結部の特定箇所に生
起することが高度に慣用化した結果､それを相互使用によって終結することが起こるよう
になったものと説明されている｡
2.3 中国語電話会話の終結部に見られる ｢好｣･｢那｣･｢就迭梓｣
久下(1994)は､台湾で収録したデータをもとに､中国語電話会話の終結部の構造及び構
成要素をまとめた上で､中･日電話会話の終結部の特徴を比較対照したものである｡その
中で､2.2でみた ｢はい｣｢じゃ｣に相当するものとして ｢好｣｢那｣があることが明らかに
されている｡また､久下は ｢就速祥｣という表現が､終結部において頻繁に用いられるこ
とも指摘している｡本論文では､これらの3つの表現を取り上げて､より詳しく論じるこ
とにする｡
まずは､中国語電話会話の終結部において､頻繁に用いられる ｢好｣｢那｣｢就迭樺｣の
意味､用法を書き記すことにする｡『中国語大辞典』で調べてみると､いくつもの意味があ
ることが分かる｡その中で本論文で分析対象とするのは､以下のような意味である｡
a.｢好｣[hao]
間投詞のように用いられる｡(∋同意を表わす｡②終了を表わす｡③許容･当然を表わ
す｡
b.｢那｣[na]
[接続詞]｢それでは｣｢-なら｣- 那`ゑ'
前節を受けて､結論や結果を述べる節を導く｡
C.｢就送樺｣ljiuzheyang]
｢そういうことで｣
それ以外でないことを表わす｡範囲を確定する｡または話題を総括する働きもある｡
3.調査方法
調査は､中国語母語話者(cc)20名に依頼し､各自の自宅電話にテレホンピックアップを
設置し､カセットレコーダーにつないだ状態で､中国人の友人(CR)1名に電話をかけても
らった｡かけ手の中国語母語話者(CC)は全員日本に半年以上在住し､日本語能力は中級以
上であった｡受け手の中国人(CR)も全員中国語を母語とする日本在住者である注2｡中国語
電話会話は全て普通話(共通語)による会話である｡なお､依頼する際に､研究のためのデ-
夕とすることと､電話の長さは自由に話してほしい旨伝えておいた｡
合計20の中国語電話会話を収集し､文字化注3した｡収録実施日は2000年6月～7月及
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び2001年6月～7月である｡
4.分析
4.1 分析の枠組み
以下では､中国語の電話会話終結部において特徴の見られる｢好｣｢那｣｢就送祥｣の機能
について､体系的に分析し､熊取谷(1994)､岡本(1991)の日本語電話会話での｢はい｣｢じゃ｣
の機能分析と対照する｡
なお､本論文での電話会話終結部は､岡本(1991)に従って､終結部を開始する為に機能
する前段終結(pre-closing)とそれを受けて会話の終結を完了させるまでの ｢いとまごい｣
(leave-taking)のやりとりを含む終結部の2つに分けて考える｡また､収録した会話データ
では､｢好｣を伴った四つの表現､好/好的/好叩可/好昭が頻繁に使用されていた｡4つの
表現の相違は ｢語気助詞｣削 の相違にある.語気助詞を添えることによって､話し手の感
情が加えられるが､本論文ではすべて｢好｣として分析することにする｡他に｢行｣は｢好｣
と同じく同意を表わす場合があるので､本論文では､終結部における ｢行｣を ｢好｣と同
じものとみなした｡
4.2 電話会話終結部での ｢好｣の機能
収録したデータから見ると｢好｣は､電話会話の中では前段終結と終結部にのみ頻繁に
現れ､しかも隣接ペアの観点からすれば､第1発話部と第2発話部に現れるときにそれぞれ
の機能を持っていることがわかる｡更に､前段終結や終結などにおいても,違う機能を持っ
ていることが観察された｡
① 先行発話の内容を受け入れる｡
中国語電話会話の前段終結においても､日本語の電話会話の前段終結と同じく､｢先行発
話のまとめ｣｢約束の確認｣｢会話内容から導き出される行動の確認｣といった発話が多い｡
これらの発話が会話の終了への意向を示し､終結部に移行することを可能にするからだと
考えられる｡そうした発話に続く｢好｣には以下のような例がある｡
会話1
1cc:咽｡OK｡那就通好了｡
-2CR:行行行行｡
3cc:好,我星期六会再給体打↑屯活碗i^好丁｡
-4CR:好的,好的,好的｡
5cc:好P阿,好｡
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[あoOK｡じゃ決まりだ｡]
[はいはいはいはい｡]
[じゃ､私は土曜日にもう一回確認の
電話をします｡]
[はい､はい､はい]
[はーい､うん｡]
(20)
6CR:那謝卿阿｡
7cc:俸忙P阿拝辞｡
SCR:斉拝O
[じゃありがとう｡]
[頑張ってバイバイ｡]
[バイバイ｡]
会話1では､2CRと4CRとも ｢行｣と ｢好的｣によって先行発話の内容を受け入れてい
る｡かけ手の前段発話声明となる､約束の確認ICCと将来の行動を言及した3ccの発話を
受け入れているのである｡これは､電話会話を終了してもいいという意志を受け入れ､電
話会話終結への移行そのものに対する同意として用いられているものと解釈することがで
きる｡しかも､｢行｣と｢好的｣は繰り返し発話されており､受け手がこれ以上新しい情報
を提供する意志がないことを示していると理解することができる｡
久下(1994)は､このような表現が｢あいづち｣であると指摘しているが､｢あいづち｣を､
話を聞いている合図と解釈するならば｢あいづち｣として理解するだけでは､電話での機
能としては不十分である｡
会話2
1cc:試用期,対試用期就是互相看,没有税非要件看我,[試用期間､そう試用期間
はお互いみることで､別に会社側だけ見るのではなく､]
我述要看看休ll迭十公司,通不通和我麦展呪｡
[こっちの方も会社は自分の成長に適しているかを見る｡]
< >〔笑〕聡｡行｡挺好的｡喚唄,那就送拝唱｡
[うん｡うん｡いいんじゃ｡えーうん､じゃそういうことで0]
-→2CR:岬,行｡
3cc:休がんばって,
-4CR:好｡
5cc:好肥以,后再喋系岬｡
6CR:唄｡
7cc:好,井斉P阿,拝辞｡
8CR:再見岬.
[あ､うん｡]
[あなたがんばって､]
[うん｡]
[じゃ､また連絡する｡]
[うん｡]
[じゃ､バイバイ､バイバイ｡]
[バイバイ｡]
会話2のICCの発話は､かけ手の長い発話であるが､受け手が相づちも打たずにいたた
め､かけ手はポーズと笑いで間を置いたのち､自ら｢那就送樺肥.｣という総括の表現で､
これ以上会話の必要がないことを示した｡続く2CR｢行｣によって受け手はそれを受け入
れ､電話終了への意志に同意したことを示している｡
さらに､次の3ccの発話はいとまごいの発話であって､4CRがそれを受け入れ､再度終
結への移行に同意している｡
会話2における ｢行｣と ｢好｣のような発話表現を久下(1994)は､単なる ｢応答｣と捉
えているが､その先行発話の機能を考えると､終結への移行への同意としても機能してい
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る｡
以上､会話1､2とも ｢好｣は第2発話部に現れており､先行発話の内容を受け入れてい
る｡そこでの先行発話は､電話会話終了する理由であったり､会話の総括であったりする
が､前段終結という場面で､それを受け入れることは､電話会話終了という言語行動に対
する同意である為､終結部においての ｢好｣は､電話会話終結という会話の進行を促進す
る機能を持つことが分かる｡
(診 談話進行に同意する｡
会話3
1cc:P阿一真的非常感謝吟,就送梓 肥 ｡[あー 本当にありがとう､そういうことで｡]
2CR://唄没事没事｡ [ん大丈夫大丈夫｡]
-3cc:好｡ [うん｡]
4CR:咽好,再見咽｡ [うんじゃ､バイバイO]
5cc:好好井井｡ [はいはいバイバイ｡]
6CR:拝辞｡ [バイバイ｡]
会話3では､3cc｢好｣の発話は､応答対象が存在しないで用いられる｡というのは､先
行発話のICCと2CRは感謝及び会話の総括とそれに対する応答という組み合わせで､前段
終結となっており､また､4CR､5cc､6CRの発話は別れの挨拶交換であって､最終発話交
換となっているからである｡よって､会話全体の流れの中で､3ccの発話は前段終結から
最終発話交換への移行そのものに対して同意していることになる｡
このように｢好｣は応答対象が存在しない場合にも用いられていた｡これは先行発話交
換でなされた移行確認に対する合意の意志表示とみることができる｡つまり､｢好｣は談話
進行に同意することで､談話の進行を促進する働きをするものと言える｡
久下(1994)においては､このような応答対象が存在しない｢好｣についての機能の分析
はなかった｡
③ 前段終結を導入する｡
会話4
-1CR:好,那 下次我再給体打｡
2cc:好P阿0
3CR:休家里的屯i舌不能用D巴.
4cc:我是手堤｡
5CR:好的,謝謝俸P阿｡
6cc:不用謝.行0
7CR:(-)
8cc:(･-)
[うん､じゃ今度私から電話するよ｡]
[うん｡]
[あなたの部屋の電話は使えないでしょう｡]
[私は携帯を使っている｡]
[じゃ､ありがとうね｡]
[いいえ｡うん｡]
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9CR:役に立たないかも｡
10cc:いいえ｡好｡ [いいえ｡うん｡]
llCR:堰,好,那就遥拝了｡ [うん､じゃ､そういうことで｡]
12cc:お休み｡
会話4では､lCRの ｢好｣は､再接触の約束がすぐに続き､2ccがそれを受け入れて､前
段終結になっていることが分かる｡また､この会話の場合3CRと4ccで｢好｣が使用され
ていないのは､lCRと2ccの発話での必要な情報を確認している為であり､それ自身が前
段終結の発話ではないからであると言えよう｡
このように､｢好｣は前段終結において第1発話部に現れることもよくある｡その場合,
会話の総括や会話内容からや結論から導き出される行動を確認するような発話が続くこと
が多い｡なお､久下(1994)は､このような ｢好｣を ｢前終結の声明｣と呼んでいる｡
④ いとまごいを導入する｡
終結部においても､｢好｣は第1発話部に現われることがある｡後続発話はいとまごいの
ような発話 ｢再接触の約束､感謝｣である｡例えば､会話2の5cc｢好肥,以后再供養帆 ｣､
会話4の5CR｢好的,謝対称叩可｡｣のような発話に見られるものであるO
(9 最終発話交換を導入する｡
会話5
1cc:哩,好好,就違令事情｡ [うん､はいはい､こういうことで｡]
2CR.･聡,好O [うん､はい｡]
-3cc:哩,好,拝辞｡ [うん､じゃ､バイバイ｡]
4CR:拝辞｡ [バイバイ｡]
会話5では､3ccでの ｢好｣の前に ｢聡｣があって､そして後続発話は ｢別れの挨拶｣で
ある｡よって､ここでの ｢好｣は､｢はい｣の機能を果たしているのではなく､｢じゃ｣の
機能を果たしており､最終発話交換の別れの挨拶を導いたと考えられる｡
終結部において､第1発話部に現われ最終発話交換を導く｢好｣はデータに多く見られ
た｡このような ｢好｣の発話表現は､久下(1994)においても､最終的な言葉に結び付ける
ものとして取り上げている｡
4.3 中国語電話会話終結部での ｢那｣の機能
中国語において ｢那｣の主な機能の一つは､前節を受けて結論を導くことである｡中国
語での ｢那｣は日本語では ｢じゃ｣に訳される｡
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会話6
-1cc:曙｡那俸根忙,去忙肥,不麻煩俸了｡[うん｡じゃ忙しいでしょう､もう邪魔しない｡]
2CR:好好,謝謝俸P阿. [はいはい､ありがとうね｡]
3cc:哩,好就送樺｡曙,拝辞｡ [うん､じゃそういうことで｡うん､バイバイ｡]
4CR:就遠洋再見,拝辞｡ [そういうことでバイバイ､バイバイ｡]
5cc:拝辞｡ [バイバイ｡]
会話6では､1ccの｢那｣は､電話会話の冒頭にあった情報 ｢受け手が今忙しいこと｣を
持ち出した｡このことから､｢那 ｣は前段終結を導入したと言える｡辞書の解釈では､｢那｣
は前節を受けて結論を出すものとされていた(2.3参照)が､会話6での ｢那｣は､直前の発
話ではなく､電話会話冒頭部の内容をうけて､結論を出していると言えよう｡
会話7
-1cc:喚,那好肥o我再我一銭好了｡[お一､じゃいいよ｡私はもうちょっと探してみる.]
2CR:曙｡ [うん｡]
3cc:唱｡ [うん｡]
4CR:那就速梓肥｡ [じゃそういうことで｡]
5cc:行,那就送樺,好的拝辞｡ [うん､じゃそういうことで､うんバイバイ｡]
会話7では､ICCでの ｢那｣は､電話会話の結論 ｢我再我-戟好子｡｣を導いている｡1cc
での｢好肥｣は単独に前段終結を導くことが出来るが､｢那｣を付け加えることによって､
会話がよりスムーズに進む｡
また､4CRと5ccの｢那｣は､｢就送梓｣という会話の内容をまとめる発話表現と結びつ
いて最終発話交換となっている｡このように､｢那｣は後続の発話表現と強く関係している
ことが多くのデータから観察された｡
中国語の電話終結部における ｢じゃ｣と ｢那｣の違いは､｢那｣が単独で機能すること
がなく､ほとんど後続発話を従えて発話されるという点である｡電話会話終結部において
は､これらを単純に対応させることができないことが､データから観察された｡この点に
ついては､久下(1994)にも同様の指摘がある｡
4.4 中国語電話会話終結部での｢就送樺｣の機能
中国語での ｢就送樺｣は､日本語に訳すと ｢そういうことで｣になるが､電話会話終結
部においては､出現した位置によって､果たしている機能が違うと思われる｡
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(丑 会話を総括し､前段終結となる.
会話8
-1cc:咽,那就送樺｡
2CR://就是在我的-起吃坂的地方｡
3cc:対対,-起吃坂的地方｡
4CR:咽,行｡
5cc:那行,那好,斉拝O
6CR:斉拝O.
[うん､じゃそういうことで｡]
[私たち一緒にご飯を食べるところで｡]
[そうそう､一緒にご飯を食べるところ｡]
[うん､いいよ｡]
[それじゃ､じゃ､バイバイ｡]
[バイバイo]
会話8では､1ccの｢那就速梓｣は､会話内容をまとめ､これ以上新しい話題を提供しな
いことを意志表明していて､前段終結となっている｡
このように､前段終結に｢就速梓｣を用いると､会話を総括しこれ以上会話が必要では
ないことを示すことになる｡これは､日本語電話終結部にも出現した｢そういうことで｣と
同じ機能を果たしていると考えられる｡久下(1994)も｢就送梓｣は前段終結声明になりう
ると述べている｡
② 会話を終結する｡
｢就送梓｣は終結での最終発話交換に用いられる例が多く見られた｡
会話9
1cc:那,那,我現在辻去｡
2CR:聴｡
-3cc://就迭梓｡
-4CR:就送樺拝辞｡
5cc:薄井｡
[じゃ､じゃ､今行くよ｡]
[うん｡]
[そういうことで｡]
[そういうことでバイバイ｡]
[バイバイ｡]
会話9では､｢就送梓｣と別れの挨拶が結びついて､最後の発話交換となっている｡中国
語電話会話の終結部においては､こうした最終発話交換のパターンが多く見られた｡会話
6における3cc､4CRはそのような発話である｡
また､データの中には､次のように ｢就速梓｣で会話を終結している例が見られた｡
会話10
ccl:俸在家,体剛,剛千喝,不接屯活｡ [いえにいたの､ささっき､なんで電話に出ないの｡]
CR2:揖我打手机｡ [私を探しているなら携帯に電話しな｡]
一cc3:好岬,打手机貴不打70〔笑〕那就速梓肥帆 [そんな､携帯高いからもう止める｡
じゃそういうことで｡]
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会話10では､最後の発話 ｢打手机貴不打了｡｣はジョ-クで､｢那就遥拝｣で会話が終結
している｡内省してみると､ジョークで終わらない電話会話でも､終結において､｢就送祥｣
による最終発話交換のケースがある｡｢就速梓｣が電話会話終結部の別れの挨拶とともに最
終発話交換として用いられることが慣用化し､その相互使用によって終結するようになっ
たものと考えられる｡
5. 日中電話会話終結部の特徴
本節では以上のような分析をもとに､日中電話会話終結部の特徴をまとめてみる｡
5.1 共通点
① ｢はい｣｢好｣が先行発話を受け入れる｡
日本詩電話会話終結部において ｢はい｣の機能の一つは､先行発話を受け入れ､終結へ
の進行を促進するというものであった｡中国語電話会話終結部でも同じような現象が見ら
れた｡それは ｢好｣の頻繁使用で､｢はい｣と同様に第2発話部における ｢好｣は､先行発
話を受け入れて､電話会話終結への進行を促進する機能がある｡
(塾 ｢はい｣｢好｣が談話進行への同意を示す｡
日本語電話会話終結部における｢はい｣は､談話進行への同意を示すメタ言論的機能が
あることが指摘されており､応答対象が存在しないで用いられることがある｡中国爵電話
会話終結部における｢好｣も応答対象が存在しないで用いられることがあり､同じ機能を
持っていると考えられる｡
③ ｢はい｣｢好｣が 前段終結を導入するO
日本語電話会話終結部における｢はい｣は､文頭につけられて前段終結を導くことがで
きる｡中国語電話会話終結部における｢好｣もそのような機能を持っている｡
④ 会話を総括する表現が前段終結となる｡
日本語電話会話終結部の｢そういうことで｣は､総括の表現によりこれ以上会話が必要
ないことを示すもので､前段終結となる｡これは､中国語電話会話終結部の前段終結にお
いての ｢就送梓｣と対応できる｡
5.2 相違点
① ｢好｣はいとまごいと最終発話交換を導入する｡
日中電話会話終結部においての｢好｣と｢はい｣は､第2発話部での機能が類似している
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が､第1発話部での機能が違うことがデータから観察された｡中国語では｢好｣が終結にお
いて､いとまごいと最終発話交換を導くことできるのに対し､日本語電話会話終結部では
｢じゃ｣がその機能を果たしている｡
② ｢就送梓｣は最終発話交換の一部となったり､それ自体で会話を終了することがある｡
日中電話会話終結部において､｢そういうことで｣と｢就迭祥｣は類似するところがある
が､中国語電話会話終結において､｢就迭梓｣は､受け手､かけ手が相互に使用することが
あった｡これは｢そういうことで｣にはあまり見られない発話交換のパターンのようであ
る｡さらに､デ-夕から ｢就送樺｣によって会話を終了したケースがあった｡これも ｢そ
ういうことで｣には､あまり見られない発話表現である｡
③ ｢那｣｢じゃ｣の機能に違う点がある｡
電話会話終結部に頻繁に使用されている ｢じゃ｣と｢那｣は､翻訳上対応することがで
きるが､文脈上果たしている機能が違う｡日本語電話会話終結部において､｢じゃ｣は前段
終結を導入することになっており､更にそれは､単独で用いられているのに対して､久下
1994でも述べられているように､｢那｣は単独で用いられることなく､ほとんど後続発話に
依存している｡さらに､｢じゃ｣は最終発話交換を導く機能もあるが､｢那｣のみで最終発
話交換を導くことはありえない｡
6.結論
中国語電話会話終結部で特徴があり､しかも頻繁に使用される｢好｣｢那｣｢就遠洋｣と日
本語電話会話終結部での｢はい｣｢じゃ｣｢そういうことで｣を比較対照すると､｢好｣と｢就
速梓｣においては､日本語のそれに対応している ｢はい｣と ｢そういうことで｣にはない
機能が見られた｡それは､第1発話部に現れる｢好｣が終結でいとまごいと最終発話交換を
導くこと､かけ手と受け手の｢就法律｣の相互使用による発話交換が多く見られたこと､さ
らに｢就迭梓｣が最終発話になったことである｡
それに対して､｢那｣は ｢じゃ｣に比べ､その用法に制約があることが観察された｡それ
は､日本語電話会話終結部において､｢じゃ｣は前段終結を導入することができることであ
る｡しかも ｢じゃ｣は､単独で用いられているにの対して､｢那｣は単独で用いられず､ほ
とんど後続発話に依存しており､前段終結を導入するような機能はない｡更に､｢じゃ｣は
最終発話交換を導く機能もあるが､｢那iのみで最終発話交換を導くことはない｡
本稿では取り上げなかったが､終結部には ｢唄｣という表現が多く見られる｡これにつ
いても､それに対応する日本語｢うん｣と機能上の類似点と相違点があると推測されるが､
それらは今後の課題にしたい｡
以上､日中電話会話終結部で殆ど同じように使われている発話表現について､このよう
な調査をして初めて分かる差異が見出された｡今後更に､中国語電話会話終結部の構成要
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素及び発話表現について分析を進め､中国語の電話会話の特徴を明らかにするとともに､そ
れが接触場面での日本語会話にどのような影響を与えているのかを検証していきたい｡そ
して､日本語電話会話習得にどのように影響するのかを探り､中国人日本語学習者へ提示
していきたいと考えている｡
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【注】
1.隣接ペア(Schegloff&Sacks1973)というのは､①それぞれ異なった話し手によって作ら
れる二つの発話が､②隣り合った位置にあって他の隣接した発話よりも密接な連続関係
を持っている､つまり､｢挨拶一挨拶｣｢申し込み一受け入れ｣というようなペアになる
2つの発話のことである｡
2.中国語母語話者は､全員日本語学習者のため､中国語電話会話でも便宜上日本語を使う
場合がある｡また､この中には台湾出身者は含まれていない｡
3.文字化資料の表記方法
CC 中国人母語話者で､電話のかけ手
CR 中国人母語話者で､電話の受け手
- ｢-｣の前の音節が長く伸ばされていることを示す
/ 上昇のイントネーションを示す
〔〕 〔〕のなかの行動､非言語的な行動の笑い等を示す
() 聞き取りにくい発話､また聞き取れない発話を(-)のように記す
()ボーズ
日 日の中は中国語に対して日本語の翻訳
// 前の発話と同時に発せられた発話のことを示す
4.｢語気助詞｣とは､大体､文末に置かれ､話し手の感情や語気を表わす｡『中国語大辞典』
に基づいて､各語気助詞の相違を簡単にまとめると以下のようになる｡
的 --･断定･決定
P阿 -- 感嘆･強調
肥 --- 同意
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